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ビデ オ映 像 へ の一 考 察
一 ビル ・ヴィオ ラの ビデオ ・アー ト
有吉英太郎/京都工芸繊維大学博士後期課程
本発表は,ビ デオ ・アー トと呼ばれる一 ジャ
ンルの代表 の一人 と して評価 され るアメ リカ
の ビル ・ヴ ィオ ラ(BillViora)とい う作家
とその作品 に焦点を あてた ものであ る。個 々
の作品 のコ ンテ ンッよりはむ しろ,メ デ ィア
のメカニズムと作家の制作姿勢 の関係 がは ら
ん でいる問題か ら,ヴ ィオラの捉えた ビデオ ・
アー トとい うジ ャンル について考察 す ること
を目標 に置 いた。
ヴ ィオラは1951年に生 まれ,1969年にシラ
キュース大学の美術学 部 に入学 し,70年代 の
始 め頃か らビデ オ ・テー プ作品の制作 を開始
す る。一方同時期 に,シ ラキ ュースにあるエ
バ ーソ ン美術館 にて,制 作 ア シス タン トと し
てナム ・ジュン・パイク(南 白準),ピーター ・
キ ャンパ ス(PeterCampus),リチャー ド ・
セ ラ(RichardSerra)らと交流 し,影 響 を
受 ける。 その後い くっかのテープ作品で評価
を得,80年代の後 半か らはビデオ ・イ ンスタ
レーシ ョン作品の制作 に移行 し,近 年 に発表
されている作品はすべて ビデオ ・インスタレー
シ ョン作 品 とな る。 それ らの作 品では,単 数
な い し複数 の レーザーデ ィスク ・プ レイヤー
を コ ンピュータで制御 し,プ ロジェクターで
室内の スク リー ンに映像 を投影 する装置が採
用 され る。 映像 と音響 が ランダムかっ緻密 に,
周期的時間性 を持 つよ うに コン トロールされ
ることが特徴 であ る。室 内の鑑賞者 は作品の
鑑賞,言 い換 えれば,次 の展開 を待 ちなが ら
作品の空 間的構造,あ るいは周期的構造を把
握 してい く過程 のなかで,静 謐 な映像空間に
没入 してい き,時 に不意 の映像 と音響の転換
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によって強 い心理 的 ショックを受 けることに
なる。
高 く評価 されてい るこれ らのイ ンスタ レー
シ ョン作品を完成 させてい くまでに,ヴ ィオ
ラはどの ような試行錯誤 を試 みてきたのか。
ヴィオラが制作 を開始 する70年代初頭 には,
すで にパ イクをは じめ とす る多 くの作家,あ
るいはフル クサスなどのグループが ビデ オを
用 いた作 品を制作 していた。一方実験映画の
領域で は,ア ンデ ィ ・ウォーホル,ポ ー ル ・
シャ リッッらの 「構造映画」が,映 画のメディ
アとしての構造 を極限 まで明快 に表現 して い
る。 ヴィオ ラの初期 の ビデオテープ作品で は,
ノイズ,ゆ がみの映像 によ ってパ イク作 品 と
同様 にマ スコ ミ,ジ ャーナ リズム批判を テー
マとした ものや,コ マ撮影 による空間,時 間
の再構成 をテーマ とした もの,構 造映画 よろ
しくビデオ映像 のメカニズムに言及す るもの
な ど,種 々のアイデ ィアが試 されている。 ヴィ
オラは次第 に自分 のテーマを絞 り込んで い く
が,そ うした初期以後 に制作 された くChott
el-Djerid〈APortraitinLightand
Heat>>という作品で は,昼 間の砂漠 の地面
か ら発 せ られる熱 が,光 線 を操 り,曲 げ,歪
ませ,実 際には見 えない ものが見え るという
現象 が映像 に捉 え られ る。時間,距 離 空間
の物理 的な問題が ビデオ映像を凝視す る鑑賞
者 の心理 とどのよ うに対応 して いるのか,こ
の作 品はそのよ うな問題を実験 して いる。 こ
の作 品の一っのシーケンスは非常 に長 く,テ ー
プの鑑賞者 は忍耐 を強 い られ るが,普 通 でな
い状態 が録画 されて いることに気づ き,な お
かつ,自 己の認識 を疑 い,検 討す ることを促
すには,一 定 の時間 が必要 になる。 っ まり遠
い距離 か ら少 しずっ近づ いて くる点の ような
ものが人 の姿 である と気づ いたとき,目 の前
に映像 を見 ている鑑賞者 の心理 は大 き く変化
す るだ ろ う。 評 論家 の ダ グ ラス ・ク リンプ
(DouglasCrimp)は1979年の論文 「さま ざ
まな画像」 〈Pictures>で,70年代 ア メ リカ
の芸術動 向を評 して 「70年代 の典型 となる美
的な様式 はパ フォーマ ンスで ある」 と述べ た。
それ らは観 客の存在 とともに一時的 に成立す
る特性 を持っ ものだ った。 そのよ うな作品 の
例 の一 つ として ク リンプがあげたのが キ ャン
パ スの閉回路 インスタレー ションである。 こ
のタイプの作品 は,ビ デオカ メラとそのライ
ブの映像を即時的 に投影 す るプロジゴクター
ない しモニタが設置 され,そ の空 聞に誰か が
進入す ることによって成立 し,鑑 賞者 は投影
された自分 の映像 と向 き合 うとい うもので あ
る。 たとえ ばキャ ンパ スの 〈dor>とい う作
品 は,鑑 賞者が投影 された 自分の姿 を もっと
近 くで見 ようと壁 に近づ いて いくと,ピ ン ト
がずれて 自分 の映像 を見 ることがで きな くな
るという もので あった。映像の鑑賞者 の心理
的変化 を想定 して,一 定の冗長性 を持 った作
品 の構造 を決定 して い くという点 に,ヴ ィオ
ラの後期 のイ ンスタ レーシ ョン作 品の スタイ
ルの雛形 をみることがで き,お そ ら くこの種
の作 品が ヴィオラの作品 に決定的な影響 力を
持 ってい る。
ヴィオ ラによれば,ビ デオという 「メデ ィ
アの根元 的な現実 は,テ クノロジー,人 間の
知覚,二 っの システムの相互作用で ある」 と
い う。 ビデオのメカニズム上 の特性 はその リ
アル タイ ム性にあ るが,映 像 に写うて いる対
象がなんであれ,リ アル タイムであるが故 の
何 らかの心理的な体 験を,作 品の鑑賞者 は得
ることになる。その体験は記憶に残 り,その
人のものの見方を変え,映像の見え方を変え
るだろう。つまりスイッチングに映像が反応
す ると言ったような単に機械的な意味での相
互作用,イ ンタラクティビティではな く,ビ
デオというメディア映像 と人の心理とが相互
に影響 し合 うという現実 こそが,ヴ ィオラが
設定 し,追求 してきたテーマである。
レーザーディスクを使用す ることの可能性
として,あ る時問軸の上で,鑑賞者が好きな
ときに好きな方向か らある出来事を鑑賞する
というアイディアにっいてもヴィオラは述べ
ている。 これは現在では技術的に十分実現さ
れているにも関わらず,彼のインスタレーショ
ン作品にはいまだ採用されていない。理由は
明言されていないのでここから先は推察に過
ぎないが,た とえばキャンパスの閉回路イン
スタレーションでは鑑賞者は自分の欲望に従 っ
て行動 し,映像は即時的に反応する。っまり,
投影 された自分の姿を間近で見たいという行
動は,よ り無意識に近い衝動 に従 った行動で
あり,この閉回路インスタレーションは非常
にプ リミティブではあるものの,ス ムースな
インタラクティビティが実現されていると言
えなくもない。この状態を理想とすれば,キー
ボー ドやマウスを使 うのでは間接的過 ぎる。
鑑賞者の何 らかの行動に正確に,また意識 さ
せずに対応するインターフェイスと,その入
力に対する映像の即時的な反応が要求 される
ことになるが,技術的,経済的な面もあわせ,
未だ作家にとって満足のアイディアが実現で
きないのであろうか。 しか しインターネット
が普及 し次世代の産業 どしてのデータ配信技
術の開発が活発 に行われている昨今,ヴ ィオ
ラのような作家にも新たな展開が待ち受けて
いるかも知れない。70年代の初頭 も,おそ ら
くそのような期待に包まれていた時期なので
はないか。
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